
　
Ｊ
Ａ
鶴
岡
で
は
11
月
５
日
、

宮
城
県
東
松
島
市
を
訪
れ
、
職

員
９
人
が
新
東
名
地
区
の
共
同

墓
地
清
掃
作
業
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
６
月
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
「
Ｊ
Ａ
鶴
岡

復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
で
、
今
回
で
９
回
目
の
現

地
活
動
。

　

こ
の
日
は
Ｊ
Ａ
鶴
岡
の
職
員

の
他
、
山
形
大
学
農
学
部
の
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
般
参
加

者
の
計
26
人
が
鶴
岡
か
ら
参
加

し
ま
し
た
。

　

作
業
し
た
共
同
墓
地
は
、
津

波
被
害
が
特
に
大
き
か
っ
た
沿

岸
部
に
あ
り
、
今
回
で
３
度
目

の
が
れ
き
清
掃
に
も
関
わ
ら
ず
、

い
ま
だ
多
く
の
漂
流
物
に
覆
わ

墓
地
の
が
れ
き
清
掃
と
、

お
米
配
り
を
実
施
し
ま
し
た

れ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
倒
れ

た
墓
石
や
地
蔵
な
ど
に
注
意
を

払
い
な
が
ら
、
が
れ
き
を
運
ん

だ
り
生
い
茂
っ
た
雑
草
の
処
理

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
参
加
職
員

全
員
で
市
街
地
を
巡
回
し
て
、

当
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
よ
り
善
意
で

提
供
い
た
だ
い
た
お
米
を
配
り

な
が
ら
被
災
し
た
方
々
と
の
交

流
を
図
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
10
月
22
日
に
は
職
員

４
人
が
同
地
区
を
訪
れ
、
山
道

に
避
難
経
路
を
確
保
す
る
作
業

や
集
会
場
の
清
掃
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
冬
期
間
は
仮
設
住
宅

地
な
ど
で
の
炊
出
し
支
援
を
中

心
に
、Ｊ
Ａ
で
は
継
続
し
て
支

援
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ｊ
Ａ
鶴
岡
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

住
宅
地
を
巡
回
し
て
、
組
合
員
の
方
々
か
ら

無
償
提
供
い
た
だ
い
た
お
米
を
被
災
さ
れ
た

方
々
に
手
渡
し
ま
し
た
。（
11
月
５
日
）

地
域
の
方
々
が
集
う
集
会
場
と
し
て
使
用
予

定
の
旧
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
物
を
清
掃
し
ま

し
た
。（
10
月
22
日
）

第９回復興支援プロジェクト　活動レポート

■参加者
鈴木大亮（企画総務課）
小泉倫子（人事課）
五十嵐浩紀（米穀畜産課）
小松浩（南支所）
加藤晃子（大山支所）
福原英喜（西郷支所）
阿部奈緒（西郷支所）
齋藤菜穂子（西郷支所）
木村優友（ＪＡＧ西郷店）

■活動内容
【ＡＭ】共同墓地の清掃
【ＰＭ】お米配り・傾聴活動

■その他
　当日で年内の現地活動を休止する団体や個人が多いことから、ボランティ
アと地元住民の交流イベントが催されました。ＪＡでは交流会への参加はで
きませんでしたが、イベントに一役買おうと芋煮汁の材料を50人分提供
しています。


